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sp3結合が 50% 複合したカーボン薄膜が Cd2+と Pb2+の分析に最も適していることを明らかにして
いる。具体的には、従来電極と比較すると、１桁低い検出下限を達成でき、 (検出下限 Cd2+: 0.25 
ppb、Pb: 1.0 ppb) 、WHO飲料水水質ガイドラインの基準 (検出下限 Cd2+: 3 ppb、Pb: 10 ppb) に
対して十分担保できる性能を達成できていることを示している。また、適切な前処理法を用いる
事によって、妨害物質 (EDTA、銅イオン) が存在しても、低い検出下限 (検出下限 Cd2+: 1 ppb、
Pb: 10 ppb) ができ、排出基準 (検出下限 Cd2+: 30 ppb、Pb: 100 ppb) のみならず、WHOの飲料水





ある電気泳動測定の結果 (2 nM) よりも優れていたことを示している。これは、第 2章で行った















































月から平成 27年 8月末まで勤務し、Analytical chemistryに 1 報(IF 5.78)、sensors and 











 平成 28年 2月 12 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出
席のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
 
